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……………………………………………………………………（式 4-3-14）

……………………………………………………………………（式 4-3-15）
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…………………………………………………………（式 4-3-26）
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σz = pIσ

σz
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4.5.2 即時沈下の推定に対する考え方 

即時沈下は、通常地盤を弾性体と仮定して、弾性係数Eとポアソン比νを用いて計算することがで
きる。土の弾性係数はひずみレベルによって大きく変化するので、実際に発生するひずみレベルに対

応した弾性係数を用いて計算することが重要である。例えば、軟弱地盤の安全率が小さい場合は地盤

内のひずみが 0.5～1.5％程度であるのに対して、硬質地盤の掘削や基礎の変形の場合は、地盤内のひ
ずみは 0.1％以下になる。弾性係数の値は、「第２編 9.4.1 土の弾性係数」による。 

 
4.5.3 等分布円形荷重による沈下 

円の中心の地表面沈下量ρzは、式 4-4-5により与えられる。  

………………………………………………………………（式 4-4-5） 
ここに、  

ρz：沈下量（m）  
R：円形荷重の半径（m）  
p：等分布荷重強度（kN/ m2）  
E：土の弾性係数（kN/ m2） 
ν：土のポアソン比 

 
4.5.4 等分布長方形荷重による沈下 

長方形の隅角点における地表面の沈下量ρzは、式 4-4-6により与えられる。  

 ……………………………………………………………（式4-4-6） 
ここに、  

Iρ：沈下量に対する影響値 
この他の記号は、式 4-4-5に準じる。  
Iρは長方形の寸法比 l＝L/Bの関数（式 4-4-7）で、図 4-4-6のようになる。  

= log √ + log + √ + 1 ……………………………………（式 4-4-7） 

 
図 4-4-6 等分布長方形荷重による隅角点の沈下に対する影響値 
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4.6.3 圧密沈下量の経時変化の算定 

圧密沈下量の時間的変化は、各分割層に対して求めた圧縮量～時間関係を各時間ごとに加算して求

めることが望ましい。 
 
（1） 時間係数の算定 

第 i番目の分割層の時間 tにおける時間係数TViは、式 4-4-10により算定することができる。  

……………………………………………………………………（式4-4-10） 
ここに、  

t：沈下量を算定する時間（day）  
Di：第 i番目の分割層の排水距離（m） 

ただし、分割層 iの層厚をHi（m）とするとき、Diは次のように算定するのがよい。  
① 両面排水の場合，Di＝Hi/2  
② 片面排水の場合，Di＝Hi  

cvi：第 i番目の分割層の圧密係数（cm2/day）  
TVi：時間 tにおける第 i番目の分割層の時間係数  

 
（2） 平均圧密度の算定 

時間 tにおける第 i番目の分割層の平均圧密度U(it)は、式 4-4-10により求めた時間係数 TViを用

いて、図 4-4-9より求める。 

 
図 4-4-9 平均圧密度と時間係数の関係 

 
（3） 沈下量～時間関係の算定 

時間 tにおける圧密沈下量は、式 4-4-11により算定することができる。  

 ………………………………………………………………（式 4-4-11） 

ここに、  
Sti：時間 tにおける分割層 iの圧密沈下量（m）  
Si：分割層 iの最終圧密沈下量（m）  
Ui（TVi）：時間 tに対応する時間係数 TViにおける分割層 iの平均圧密度 
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